
③下平井の安楽寺境内地にある3つの六地蔵。

① 井戸の石造物：坐ったお地蔵さんは両掌を合わせ、
何か箱状の物を載せている。

②井戸の六地蔵。それぞれ表情が異なる。

　
「
笛
吹
市
探
訪
」
の
№
59
で
笛
吹
市
の

石
造
物
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は

石
和
町
の
お
地
蔵
さ
ん
の
石
像
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
51
年
、
石
和
町
教
育
委
員
会
で
は

「
い
さ
わ
路
傍
の
石
造
物
」
と
い
う
冊
子

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
３
１
９
点
あ
る
石

造
物
の
う
ち
、
一
番
多
い
の
が
道
祖
神
で

55
点
、
二
番
目
に
多
い
の
が
地
蔵
で
36
点
、

以
下
、
馬
頭
観
音
が
25
点
、
六
地
蔵
が
24

点
、
六
地
蔵
石
幢
（
せ
き
ど
う
）
が
23
点
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
地
蔵
、
六
地
蔵

石
幢
を
お
地
蔵
さ
ん
に
含
め
る
と
83
点
と

な
り
、
数
は
道
祖
神
を
圧
倒
し
、
い
か
に

お
地
蔵
さ
ん
の
人
気
が
高
か
っ
た
か
が
分

か
り
ま
す
。

　
お
地
蔵
さ
ん
の
分
布
地
域
は
南
の
井
戸

地
区
か
ら
下
平
井
地
区
・
中
川
地
区
、
松

本
地
区
ま
で
及
び
ま
す
が
、
特
に
多
く
残

っ
て
い
る
の
が
井
戸
地
区
と
下
平
井
地
区

で
す
。
東
高
橋
地
区
、
今
井
地
区
、
日
之

出
地
区
、
川
中
島
地
区
、
山
崎
地
区
で
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
お
地
蔵
さ
ん
の
石
像
は
現
在
で
も
事
故

犠
牲
者
の
慰
霊
を
目
的
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
石
和
町
で
も
っ
と
も

古
い
年
号
を
も
つ
お
地
蔵
さ
ん
は
、
小
石

和
地
区
に
あ
る
元
禄
２
（
１
６
８
９
）
年
の

六
地
蔵
石
幢
で
す
。

　　
井
戸
地
区
で
は
地
蔵
６
点
、
六
地
蔵
６

点
、
六
地
蔵
石
幢
１
点
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
地
区
で
最
も
古
い
地
蔵
は
六
地
蔵

で
享
保
11
（
１
７
２
６
）
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
単
体
の
地
蔵
で
最
古
の
も
の

は
寛
政
10
（
１
７
９
８
）
年
の
作
で
、
２
点

あ
り
ま
す
。
一
方
の
お
地
蔵
さ
ん
は
舟
形

光
背
（
蓮
の
花
弁
を
か
た
ど
っ
た
形
）
を
背

負
っ
て
立
ち
、
合
掌
し
て
い
ま
す
。
他
方

は
合
掌
し
て
蓮
台
の
上
に
座
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
石
和
の
川
中
島
地
区
か
ら
井

戸
地
区
に
か
け
て
の
平
地
は
過
去
た
び
た

び
笛
吹
川
の
氾
濫
で
流
さ
れ
た
つ
ら
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
井
戸
の
お
地
蔵
さ

ん
も
洪
水
で
埋
ま
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
し

て
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

道
路
の
新
設
・
改
良
な
ど
に
よ
り
、
本
来

設
置
さ
れ
て
い
た
場
所
か
ら
移
さ
れ
た
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
の
石
造

物
も
本
来
の
場
所
か
ら
動
か
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　　
下
平
井
地
区
で
は
地
蔵
６
点
、
六
地
蔵

３
点
、
六
地
蔵
石
幢
１
点
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
銘
文
が
無
か
っ
た
り
風
化
し
て

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
一
点
の
み
享
保
７
（
１

７
２
２
）
年
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
残
念
な
こ
と
で
す
が
地
蔵
６
点
の
中
で

頭
部
が
残
っ
て
い
る
の
は
１
点
だ
け
で
す
。

姿
は
坐
像
一
つ
、
立
像
が
五
つ
で
、
う
ち

光
背
を
も
つ
も
の
は
１
点
だ
け
で
す
。
手

の
形
は
合
掌
し
て
い
る
も
の
と
、
錫
杖（
し

ゃ
く
じ
ょ
う
）
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　　
同
じ
お
地
蔵
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、
表
情

や
手
の
形
、
持
ち
物
な
ど
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
顔
の
表
情
を
丁
寧
に
彫
っ
た
も
の

は
実
に
味
わ
い
が
あ
り
、
人
気
が
あ
り
ま

す
。
年
月
を
経
た
素
朴
な
お
地
蔵
さ
ん
に

会
い
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
東
京
芸
術
大
学
生
、
同
大
附
属
高
等
学

校
生
ら
次
代
を
担
う
若
手
演
奏
家
に
よ
る

演
奏
会
で
す
。
瑞
々
し
い
感
性
と
豊
か
な

創
造
性
に
溢
れ
た
晴
れ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
19
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
会
場

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
5
重
奏

　
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

　
ピ
ア
ノ
5
重
奏
　
他

▼
入
場
料
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
は
、
甲
斐
市
を

本
拠
地
と
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
で
す
。
現
在
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女

子
日
本
リ
ー
グ
機
構
（
Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
）
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
12
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
�

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

☎
0
5
5
3（
4
7
）
6
0
6
6

▼
日
時
　
6
月
27
日（
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
無
料
　
事
前
申
込
不
要

▼
日
時

　
6
月
5
日（
土
）〜
7
月
5
日（
月
）ま
で

▼
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館

▼
観
覧
料

一
般
5
0
0
円
（
常
設
展
の
観
覧
料
金

で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

▼
内
容

大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
主
人
公

山
本
菅
助
に
つ
い
て
、
新
発
見
の
資
料

を
展
示
し
、
謎
に
包
ま
れ
た
彼
の
生
涯

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
シ
ン
ボ
ル
展
と
も
に

山
梨
県
立
博
物
館

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
安
全
な
乗
り
方

や
、
操
作
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す

▼
日
時
　
7
月
24
日（
土
）

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分

　
開
催
　
午
前
9
時
〜
11
時

※
雨
天
の
場
合
は
25
日（
日
）に
延
期

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
　
　
　
　

日
本
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
協
会

大
久
保
学
公
認
普
及
員

▼
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円（
保
険
料
）

▼
持
ち
物

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト（
貸

し
出
し
も
で
き
ま
す
）

▼
服
装

　
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
、
手
袋

▼
申
込
受
付

　
6
月
24
日（
木
）か
ら

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5


